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遠州灘金洲 ノ瀬におけるオオツキガイモドキと

ハオリムシ類を共優占種とする

冷水湧出帯生物群集の観察

橋本　 惇゛' 藤倉 克則” 藤原 義弘゛I 谷島 恵美'゛

太田　 秀゛3 小鳥 茂明'S 葉　 信明'l

融 水 調韲舶 ｒしん かい2000
』
に よる窓州 灑 余澗 ノ瀬 の 水深270 －300

ｓに 分布 す４ 生物 詐患 の

観 察と マ･，ピ ン ダを 行 った． この111物 夥qS は， オ才 ツ キガ イモｒ キ£Jgjlal匈ｓ 幼ｇ 鈿&j＆{ Ｙａ･

kQy ａｍａ.19201 と･ オヽIJ ム シ顕 を翕 優占 種と する 化学 合成!l 物 畔集 であ･}，6eOm ｘ700m の範

剛に 分 布し てい た． 諤 査弖毎域E こは二 牧 貝化 石を含 むプ ロ･y 夕化し た炭 酸塩ｇ が 露山し． その 周

辺 で透 明 なガ スの 兇泡現 匁 も観 察 さ れた．採 集し たオ 才ツ キガ イモド キ及 ぴ/ オヽリ ムシ 黼を ．

硫 化ホ 茹 嘔とし て硫 化 ナトIJ ウ ムを添SIIする こと によ り， 研究 室に おい て2 ●On1λE に わた り

飼 ず1し てい る．

キーワード：金洲ノ瀬　オオツキガイモドキ.ハオリ厶シ．冷水湧出帯生物群集　炭酸塩岩

Observations  of a Deep-Sea  Biological Community

Co-dominated  by Lucinid Bivalve, Lucinoma  spectcibilis

(Yokoyama,  1920)  and  Vestimentiferans  at  the

Kanesu-no-Se  bank,  Enshu-Nada,  Central  Japan

Japan
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O'jservsiions  and  a  mapping  c>< a dtep-^c*  biological  coinmuuitj  distributed  between

depths  of 270m  ftn<l 30<hn  bv  means  n< UK  *uJmii?rsibk- "Shinkai  2000*  carnal  mil

ai  the  KftOMn-uft-SK  Bank.  KuuJiu-Na<l ≪i. 'Ilic coninnmiiy  <ioJiiina(o<l by  lucimd  l)iv≪<lu＼

t,iioiitou≫a speetabibs  lYokoyauw  1920)  and  vc&timentifeifin?  was  supported  b>

tlicm<ts>  nihrlic production.  and  waMlisuiliutel  m'<a an  #H'S of CAUiri * 700m  n< <lu- >m  v≪v

siw.  Hxpused  iius*i＼c carbonate  took*  with  f^sii  lnvahvs  and  inu?intittent bubbling
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phenomena  of clear gas  wer≪ also observed  at the site. living  Iuc?r>5d bivalves  ami

vcjtimenEilerani were  maintained in a laboratory for moie  than 200 days  bj pro'iding

sodium  sulf>d≪ as a soiircc of hydrogen  sulfide

K≪y worts : K^nesu-no-Se  Bank,  tucinici btvalvcs. V£:si i uil ≫-woi  ms, Coifl

seep  community,  Carbonate  rocks

｜ ．は じ め に

1993 年10 月に 遠州 灘 彙洲ノ瀬 に おい て，静 岡廼 水産 試

験場 に よ る キ ンメ ダ イ＆ りｘｓplgjlみ・s Lo ｗｅの 生 鯵観

察 を目 的 とし た潜 水 調査船「 し んかい2000 」に よ る潜 航

刷 査が 実施 され た．その驟, 水深270m 地 点 にお い て撮 彫

され たＴＶ両 喙には ，多 くの ツ キガ イ瞿 二 枚 只鎧 の 死鍛

散 乱場 所 とハ オり ム シ様 生御 が記 録 され てい た． シ ロウ

リガ イ類 やハオり ム シ類 を優 占種 とす る冷 水 町畠411生物

群 集は ， 陶海 トラ フの水深3.787 －3.83Sm ｛Ｏｈｌａ ａ口d

La ｕbieｒ,19S郢 駿 河湾 柬 卸土肥 沖の 水深150Cm （藤 倉ほ

か，1992; Okutani et al
 
 1993). 相模 鴻初 島沖 の前0 －

l,2eOm （Ok ｕtａｎｉａｎｄ Egawa, 1985; Hashimoto et al｡

1989），相 唄 衿 呻 ノ山雎 の水 深75a －1,300m ｛橋 本ほ か ，

1988｝.相 榠 鴻相 膜誨丘, 三浦海丘. 三崎 誨 丘の ホ厦1. 鬨0

～1,2闃ｍ ｛・ 中･ 橋 本,1991; 檎 本，1992｝ な ど金 洲 ノ瀬

周辺のii 海域 から も報告 され てい る． 金 洲 ノ瀬は 東都 南

海トラ フ付加体.t 部に 位置 し テク ト＝･．夕に 活 鉤的 であ

り， その堆Ｍ 物 は物同1的な 圧縮 を受け ， メ タ ンや硫 化水

素を舎 む梅水 が海 底・ から 局 所的に 湧出 し てい る 可nl性

か考え られ た． ま た．ツ キガ４ 抖二 枚貝 は ，館内 に化 学

合成細111を 共生さ せる独 夐葉 養生物 とし て 知ら れ てい る

｛Fisher and Hand, 1984; Ｔｕrｎｅr,19鈿;Fi ｓher,1990 ｝.

それゆえ， 金洲ノ 瀬には， 現 生化学 合成 生 物 昨集が・ 在

する可能性 かあ り ， その確 認 及 ぴ分布耿 鏖 の 記叙をrl 的

として「 しんかい2000 」に よ る潜航I凋査 を 実施 し た． こ

こでは ，潜航 剥査 の結 果i!1ら れ たｇ:.･Fの 知 見に つい て鈿

;I;･する．

２ ．「 し んかい20･IJ 潜航 調査

金濔ノ瀬lj, 御li崎の1輜III約 加km にあ る 唄部 水深50m

の海li であ り，llj拓 トラフ北 端 から駿1111ト ラフ ヘ かけ て

１ラフ仙 の みI"lか北 東 一南 西から 北・ 啝－1･jlli西に 変化

寸 るj皀点の.ｔｔ 内 陣 僖 に 位 置 す る （Ｍ １３． じ ん か い

20闃）潜 航調 査は ． 金渕 ／瀬 の 項部 から11jlliに 突 き出 Ｌ

た小 さな 嶺|; の水深2冫0～314j111に かけ た地 点にお い て，

199･|゙ FI］112jlll（177a 潜 航j と[11)2611 1 第7721怦航1

に21ul 実 施 した..そし て，生物ilf集の マ ｙピ ン ダの た め．

潜 航 調 査 は 目 視 覡 察 ， ビ デ オiIII像 記 録 ， ス テ ィ ル 写 真 訟

影 及 び マ ニ ピ ｓ レ ー ダ ー に よ る サ ン プ ル 採 襲 を11･ 心 に 行

い ， 海 底 航 走 中 は 舳 外 ス テ レ オ カ メ ラ で 海 底 を で き る か

ぎ ９ 連 絞 的 に 搬 影 し た ． マ･ｙピ ン ク に は ， 第770 ・ 772l≪!|

潜 航 調 査 の 目 視 観 察 ・ ス テ ィ ル 写 奥 一ビ デ オ 画 像 記 録 の

ほ か ，1993 ￥10J1221] の( し ん か い 別OIJ1709 回 潜 航C 乗

船 研 爽 講 ： 山 川 万 胼 氏 ． 静 岡 水 産 址 藹 場 浜 名 刈 分 場) の

ピ テ オ 両 像 記 録 も 審 考 に し た ． 潜 航 調 査 に 先 立 ち ． 母 船

｢ な つ し ま 」装 備 の 荀 雀 音 響 測 深 餓 に よ る 徹lll 地 形 の 調 査

を 行 っ た ．こ れ ら 糾 査 時 のll]＆ はC-A  GPS を 野』い ．測li

系 はTokyo Ｄｌt ｕｍ と し た ．

金 洲 ノ 湎 の 水 深270 －300m に お け る 生 物lf 集 は,6001,1

×? Ｕ ｍ の 範| 咽に 分 布 し て い た. 図 １ に 調 査 地111.11辺 の 海

底 徴 地 形 と 淋 航 飼 査 の 航 跨 及 ぴ 生 物 の 分 布 を 示 す ． 調 査

地 点 の･11心 は ． 彙 洲 ノ 瀬 の 項 部 か ら 南iiE こ突 き 出 し た １

つ の 小 さ な 嶺 の 上 部に ゐ た り ， 比 較 的 平 坦 で あ る か ． 北

東 方11･l以 外 は 急 斜‘ifiiで 特 に 西 側 の 傾 詞 か 大 き い ．

嶺 の･11心 部 周 辺 で は ． 所 々 に 只 化 石 を 含 ん だ17 い 炭 酸

塩 岩 が 露 出 し て お り ， そ の ほ と ん ど が 陥 没 し たMI 裝jl 路

の よ う に 割 れ ブ ロ ッ ク化 し ， そ の 割 れILIに は 咀 鬣 砂 が 堆

碕 し て い た{ 写 真 １} ． そ の 炭 酸 塩 冫11の ぷiniに は ヤ ギ顴 な

ど 腔 暘 μ 物 や 海 綿 動 抽lj 多 くf,i 釘 し ． 周 辺 に は ヒ ウ チ ダ

イ 科 魚 類 ６ 多 く 観 察 さ れ た ． 鳩 所 に よ っ て は ． 炭 巌 塩i‘l

の 別 れ|| 川 辺 が 灰rl 色 に 変 色 し て お り ， 変 色 点 の 周 辺 に

は 相 橈 湾 の も の と は 別 種 の ハ オ り ム シ が 数 個 休 ず つ 生 息

し て い た( 写 爽 ２) ． 今II･|の 測 査 で は ， ２ 種 類 の･ オヽI 』厶

シ かll 集 さ れ た が ． こ れ ら は 泌 在 し て お り ， １ 種 類 は

£ａ躪ｅ詒‘6,ｗ 鈿･,7， 他 の ｜ 種 類{.f  Esca ゆIIｓに 属 す る もの と

恩 わ れ る( 鹿 兜 島 人 平 三 浦 氏 私1,ｎ 。 ま た ． 炭 巌 雌 冫‘2の 卜．

に も粗ｐ 砂 が 雎 航 し て い る 川 所 も あ り ． そ こ に は オ オ･ フ

キガ イ モ ド%  Ijtcino.川<(i sptxkibiiis t Ｙｏｋｏyalllll や 扣 隕

湾 のilllノ 山 堆 ． 鹵 衄 内 海 丘 及 び 伊 ず≒1海 巓 で採 集 さ れ 新

種 と し て,k!戡 さ れ た カ ヅ キ シ ン カ イ ヒ パ リ 〃 イX 鈿 嶢ｖ･

modiolus ・由 仙･ｄｅｓ 丶laｓhil・ｏt。ａｎｄ Ｏｋｕlalliの 死 穀 か

散 作 し て1･ た( ｊ`‘･１ ３ｊ．卜 人 な 炭 酸 竃111 に 摘 ま れ た 嶇 ｜

－2nl の･|咄1.部 に Ｕ 町 貞.3 に,|; す よ うに お ぴ た だ し いll!

の オ オ･フキ ガ ４ モ ド キ． カ ヅ キ シ ン 々 ４ヒ パ り か イ． シ



Ml　 調 査 海域 の 敵 地ｌ と潜 航嗣 責 航 跨 及 ぴ 生物 の 介 布. ▲: ハ オ リｊ,シ 釧 ．●： オオ ツ キガ ４ モ ド キ，○：

オ オ ツ キガ ４ モ ド 考 死骰 剽 しja所. ＠: ガ ス 朏|･ 場 所,り･; 机 粒 Ｓ 膿. 心C･ :礫 底･ 政 ：炭 破 塩ａ

Fig.  1 MjcI･0101 狛ｇraph ｙ alld a disll･ibiition map of deep ‘ｓｅａ biological ｃＱｌuｍｌｎｉｌｙ 、･ith lh・ ｓIrｖ司･

(rucks  of the ’Shinka1200e ’ allheSIrv ｅｙｓile. ▲ ；Li丶･itig vestmtentiferans.  ･:Living  lucinid

biｖalｖｅ亀 ○: Ｈ・ ｐｓ・f 鹵ad bi ｖal肖s, ＠:lnle ｒllliUeil bllbbli㎎plla ｓlleli of clear  gus.V^

Coarse ｓ・11d,ぶ1: Ｇrａｖelｓ,‘'>£･' Carbonate rocks　　　　　　　　　　　　　　 ’

゜ウ リ ガ イ!il!二 枚lt の 死 迦 か 堆 積 し てい る場 所 ６多 く 観

察 され た． 副 責海 域ｔ 東部 に は 比 高 ３ｍを 趙 す 辺 肢 塲ａ

の割 れ|| 拓郎に 瞋積 し てい る 糂 粒 眇はｓ 昧 を疂 ぴ ． 灰 自

色の 変 色Ｍ や パ タ テり アマ･･ 卜 禄 の もの ら 多く観 察 さ れ

た． その 糾柁 眇底.匕にcj 多ja な オ オッ キガ イモl' キ を1 そ

とｔ る二 枚 貝 の死殼 が 散乱 し て お り， 数 町馴 休か らな る

･･ オ リ ムシ,類 の クラ スタ ーが 黻 察 さ れ た(写 真１) ． し か

し． ｌｍ近 い 人 璽のx･ オlj ム シの 多 くは 生 きて い ない よ

う であ り ． もろ くな っ た･･ オ り 厶 シの 挂ｗ の みか らな る

ク ラ ス タ ー も 作在し てい た． こ の 調 毳海域 のご.枚11 死鵁

歙 乱 叫 所 川 辺 の 黒 色11111砂 底 や 呪 酸l・ むの 障Ⅲ|な ど で

は ．透1明な ガ スが問 欠的 に 湧 き 出 し てい る叫 所 も確 認 さ

れ た(写 典 ｓ)． ま た． オ オッ キガ イモド キの 訛煢 に 覆 わ

れ てい る槻 拉 砂 底の 灰rl 色・jll色 懽1色域 やガ スの 小 てい

る 場 所の 刷辺 を州‘J 起 こ し た とこ ろ, 海底lniド10 ― 15cm

程li の・I喙を 靨 び た堆 破拘･IIに'|･・, する オ 寸･ソキiy イモ

ド キ を 発 見し ．採 集に 成功 し た ． さら に ． 変 色した 粗 紬

砂 衂に 低 の ２／ ３程 度 を埋 め ． 乖ln:もし くは 斜 めに 冫り

た状 繭 で'K£f.す る カヅ キシ ン 々 イヒ バ リガ イの採l! に ６

成 功 し た． 採 壑し た 才 オ･ｙ キガ イモ ド キ 崚ぴ カヅ キシ ン
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カ イヒ バ リガ イ を 各 々 写 真 ６ ， 写 良 ７ に 示 す ． こ れ ら 生

物 の 生 息 場 所 か ら 少 し 離 れ た 粗 粒 砂 底 で はI 』ツプ ル マ ー

ク も 観 察 さ れ た ．

３ ．化 学 合 成 生 物 の 飼 育

生 き た状 態 で 探 集 され た ３ 個 体 の オ オ ッ キガ イモ ド キ

及 ぴ ７ 馴 休 の ハ オ リ ム シ穎( ＆ α|枦jllspj は． 研 究 室に

持 ち 匈 り ，60cm 水 槽 に 入 れ 人 気 圧 ドで 闘 介 を 畊 統 し てい

る( 写 真 ８) ． 水 槽 に は １μの グ ラ スフ 彳 ル タ ー で ろ 遇 し

た 海 水 を 入れ ， 泌 場 海 水に 近 い 摂 氏 ６ 度 に 保持 し ， エ ア

レ ー シ ョ ン とl II 】l･11ず つ 誨 小 印 鬯あ た り5g の 硫 化ｆ

卜lj ウ ムjL 水11 物 を 陂 化 水 素 源 とし て 添 加 す る と･共 に １

刈11 に1 1111水 槽 内 海 水 の 釣 １ ／ ３ を 新 し い 海 水 と 交 換 す

る こ と の み に よ り ，2001j 以 上 に わ た り オ オツ キ ヴ ４ モ

ド キ 及 ぴ ハ オ リ ム シ 誦 の 飼 杓 に 成 功 Ｌ て い る．

４ ． お わ り に

'ヽオll ム シ 簡 や ツ キ か イ匍 は ， 化学 合 成 に よ る 炭 酸 固

定 に 支 え ら れ たり|!气1.1的 な 化‘？ 介11 ″IE物 で あ る と 考え ら れ

て い るCFi ｓhel･ alld Hai､d.1981: JoI･es. 1qS5:Turner.



1985; Fisher, ISO; Hashimoto ｅt ａ】1993). オ オツ キ

ガ イモド キの鰓は 厚 く躍 大で，化 学 合成生物 群 集に特 異

的に 生息す る シロウlj ガ イ頚や シンカ イヒバ り ガ イ頸な

ど と同様 ， 鰓に化淨 合 成細 菌が泯 生 し てい るこ とが 示唆

され る． ま た，金洲 ノ瀬 の西南 西 側の水深1,900 －1,200

m 付近 の 東部南海 ト ラフ付 加体II!1地に おい て ６，冷 水 湧

出硯 象 とシ ロ ウりガ イ頚． 八 才11ム シ頚 ，カ ヅ キシ ンカ

イヒパ りガ イ からな る 冷 水筋出 帯 生物群 集か 報 告され て

い る{ 芦 ほ か, 1995;太田 ほ か,1995}. さらに ，今 回の オ

オツ キガ イモ ド キ及ぴ ハ オリムシ 顛を硫化 水 素の みを添

加 するこ とに よ り201 日以上 飼 貪 でき た こ とは， オ オツ

キカ'イモド キ及 ぴj･オ り ムシ類 共に ．い まだ 海底ぽI:｣ご海

水や川 隱水･llのjﾋ学 物 質． 湧出 す るガ スの 分析 は行 われ

ていない が． 海底滴 下 らしくは 海底 蕘直上 海 水に含 まれ

る硫化冫1{紊 をエ ネル ギ ー源 とす る化学 合成 細･簡に より支

侍 される 生物 であ る とい うこ とを 塵恫･け る もの であ る．

本調査 海域に おい て ハオI』ムシ 頚はブ ロ ーｙク化 し た炭

酸塩 岩の 川 辺に 生息 し， それを 取 り巻 く粗 粒 砂底に オオ

ツ キガ イモ ド キが生 色 し てお り． オ オツ キガ イ モド キの

死殼 散乱 鳩所は 随所 で 観察 され た(図 １)． こ のこ とlj，

嗣 査海域 の冷 水湧出 呪 象は|.4所 的 であ り， そ の叫所は 比

破 的短時l:|で推 移し てい るこ とを示 し てい る．μ1酸埴 岩

上の 二枚 貝や粗粒 砂 の堆積 やり･ｙプ ル マ ータ の存毳は ．

調査海 倣 海底に比 較 的湛い流 れ の存在 を示 唆 する もの で

あ る． ま た.1ﾋ 学 介成 乍物!11息域内 外にII 本 周辺の 水深

2eO －300m 海域 におい て一 般 的な 多くの ゲ スト生物 が 生

息 してお り．冷水 初出裂 象 もあ まり強い もの ではな い と

萋定 され る．

今1111の潜 航調査 では． 含洲 ノ瀬 におけ る オ オツ キガ イ

モド 寺と ハオり ムシ鈿 を輿艇 反極 とする生 袖群 奥の大 ま

かな７･アビ冫 グが で きたに す ぎない ． 奎洲 ノ漸 の乍拘 雌

篆とllj海 トラフ，駿 河捫，11 膜湾 の生拘 諄 集を比較 仭|究

するこ とは巾物 ７ 的に極 め て滾 妛であ る ． ま た， 水深 か

2?0 －3eom と浅 く． そこに 唯息 する 化･？ 介成 止御 の 人気

S.jE'|･･での飼 育がで きるこ とは ， 律止物 の 発 生や゛|{活 史な

ど基礎 的な 研究を 行 ううえ で111歌であ る ． 今後． 乍物 学

的観点 のみなら ず 地質‘？的 ・ 化学的 觀点 に 政っ た調 ａ を

縊続 する必 要があ ろ う．

棚　　 辞

本仙 を騁 わるに'I'Iたり，｢ しん かい2eoI｣ 潜航,関沢に 多

人な る協J｣ を惜 し まれな かｰ, た段野洲 典l･】令は か｢ し ん

かい21鷆｣ 厘航 チー 厶の 万々及 ぴ石11111口鵬 Ⅲll か｢ な

'乢 ま｣ 乖細i 汐) 万々に深 謝 し ます． また./11 狛群ｌ の

2j,j

マ･ ，ピ ン クを 行 う 際 ，1993 年10 刀22 日 に 実 施 さ れ た｢ し

ん か い2000 」鄒709 巨]潜 航 剽 査 の ＴＶ 画|瞻 の 使 用 を ご 快 罸1

くだ さ っ た 静 岡 迴 水 産弑 詒 場 簪 名 躙 分 場 の 山 ｍ 万 碓 氏 に

厚 く お 礼 中 し上 げ ま す ．
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写 良 ｜　 ブ ロ ッ ク 化し た 二靫11 類 の 化 石 を 含 む 炭餓 塩 冫;。

34']7.52‘Ｎ.138'15.20‘E.  270m

Phoco I Massi ｙｃ ｃａrｂｏｌｌａｌｅ rｏ£kｓ with fos ｓil bivalves-

3f17.52' Ｎ.138'15.2a'E.270nl.

町1‘13 ‘.找 貝 刄図 死器 陂乱 鳩 所，:ll` 17.27'Ｎ.1381 】i,9G'E.

290111

1jh･l>lO 'i AI 裲nalgJcfJe11.sｔs of emply bi ｖalｙｃs. 3 刹7.

271N ，1涸l ｔ96'Ｅ.2 りl}ｍ.

写 真2x･ オ リ ムシ 顛の?|咄,場 所 。灰 白 色 の 変 色 場 所 と オ オ

ツ キガ ４ モ ド キ。カ ヅ キシ ンカ イ ヒ パ リガ ４の 賊 殼

か 留 め られ る。3f17.52' Ｎ ，138` 15.】9'Ｅ,270m

P11010 2 Living habit ｖｅsljmelltifel･ａｎ lube-worms.

Ｄｅ呻ｓilｓ 01 altered. s ｅｄｉｎｌｅｎｌ wilh a grayish

whilecoIorandemp151shel]Is  of Uicinid  bivalves

ald deep-sea 111115 ｓels wｅrｅ ｏｂsｅrved.3･1'17.52 ‘

Ｎ，13S'15.19'Ｅ,270EII.

･17貞.･1　 人 さ な ハ オIJ ム シ 頸 の ダ ラ ス

タ･- と.'1枚ll 黷 夕)死 煢 散 乱 場 所 、

／・オ リ ム シ11 の 棣; り こ{ぶ槁 練 翡

バ クテ リ ア{ ？} かf･r着 し て い る ．

3417. Ｕ' Ｎ.138 15.161E.278111

1jhりlo 4 A lal･ ｇｅ cluster ol li､.･illg、･ｅｓ.

limelllikl･ａｎs alld a heap uf

dead bivalv･6 Filament-*･us

hacler18 白wel･ ｅ ａｕeche(11,n

lh(･lubc5 01 vc^liim･11111el･all ｓ.

:爿17. ↓4'N.  I:Iｓ 11,.lfi･IC, ?<8m.

．ＪＡ ＭＳＴＥＣ Ｊ Ｄｅｅｐ Ｓ日a Res..  11 11!|!151



写良5　1j μ41を蜃 ぴだ底貿 。写爽･右II･央の小さなマウンドか　　 写 真６　 採 集 さ れ た オ オ ッ キ ガ イ モ ド キ£･ｃ６,１．ｇ

ら ガ スがi･剪II･,し てい た。34'|?｡14'Ｎ.13S･ 】5.15'E，　　　 枦ｆrliajis(￥ｏｋｏyａｍａ，192剛

27Sm　　　　　　　　　　　　　　　　PI 扣106 A colle 虻led specimen of Iitrinid bivalve.

Pbol 。5 Blacki 汕 ｃｏａrｓｅ ｓalldy bollo。.I･lerllitｌｅｎt　　　　　 £x,・jlo踟ａ 枦g12& 画s{Ｔｏｋｏyａｍａ，19203

bubbling phenomenon of ｃｋａr gus ｗａs ｏｂ配r･

vｅｄ ａt lhc ｓllial】ｍｏund(middle-right of thi ｓ

pllolo)｡3f17.１ｆＮ.138'15.15'Ｅ，278ｍ

町 良7　j2 襲 さ れ た カ ヅ キ シ ン カ イ ヒ パ り が4 ＆xａ･

Xlllzjdij鄒 副jl,鈿丿誠ｓ Kashiinolo and Okutaiii.

1991

11h,jlo 7 A colle £tｅｄs ｐｅ虻1111ellofdcep- ｑｃａｌ川lsg･1. 加 功一

jljjaylla/｡! ad㎡｡ １Ａ｡。 】la凾in101 りalM1 Okutaiii.

199･l

JAMSTEC  J.  Deep Ｓｌａ Res. 。 １１ １１!１!ｌｊｌｌ

写 良8 60e 水 隋 で飼 介巾 の オ オッ キガ イモド キ と ハ オ リ

ム シ飢 。

Mioto 8 L ｕcjllid biｖalｖe5 alld 丶･ｅslimぞnlilerans llavc

bでell nlailltailled in lhe 60 e ｗａtel･ tallk.
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